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研究成果の概要 

本年度はマウス、スンクス、コウモリのサンプルを収集し、特に聴覚器について分析を進めた。マウ

スは E11.5～E18.5の各胚、P0, P1, P3, P7の各生後個体をサンプリングした。スンクスは 15日齢、

18日齢、19日齢、20日齢、21日齢、22日齢、23日齢、24日齢、25日齢、27日齢、28日齢の各胚を

サンプリングした。コウモリはベトナム、新潟、北海道にて複数種の CS16～CS24の各胚、生後 0日齢、

7日齢、14日齢、21日齢、28日齢、35日齢、42日齢、49日齢の各個体を収集した。マイクロ CTを用

いて骨格の詳細な撮影を実施したのち、Amiraを用いて三次元骨格モデルを各個体について構築を行な

った。マウスの内耳器官における時系列での差次的発現遺伝子を分析したところ、ステージ間比較で合

計 10,822 個の差次的発現遺伝子が同定された。また時系列発現解析により、9 つの有意な時間的発現

プロファイルを特定することができた。発生過程で漸次的に発現量が低下するプロファイルは、DNA活

性と神経感覚発達に関与し、漸次的に発現量が上昇するプロファイルは、コラーゲンと細胞外マトリッ

クスに関与していた。さらに共発現ネットワーク解析により、Pnoc、Cd9、Krt27 といったいくつかの

ハブ遺伝子が、神経感覚発達、細胞接着、角質形成に関与していることがわかった。また、マウス内耳

発生における 3つの重要な転写制御経路を特定することができた。Hippo/TGFβシグナルに関与する転

写因子は、神経感覚や内耳の発達に関与する遺伝子の発現低下を誘導し、INF遺伝子群は免疫調節に関

わる遺伝子の発現を活性化することがわかった。哺乳類において平均な聴覚器をもつともいえるマウ

スにおけるトランスクリプトーム情報は、今後進める複数種比較研究の基盤となり、聴覚器官形成の種

間差と共通性を明らかにすることができると期待される。 
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